
特定非営利活動法人みやま郷【経理業務の効率化】

＜ 設 立 ＞ ２０１８年９月１０日

＜メンバー＞ １９名

＜ 活 動 ＞ ・障害者総合支援法や介護保険法や子育て支援法など、現行の福祉制度や社会保障

制度を活用し、少子高齢化に見合う地域主体の福祉モデル地域を創ります。

・地域の里山や自然を生かした物作りや生産を行うなど地域で活躍できる場を作り、

自助共助公助の仕組みや活動を具体化し、一生涯通じて生活できる地域を創ります。

個々人が持てる力を生かし、自分たちらしくみんなで寄り合い、生きがいを持ちながら最後ま

で生活できる地域社会の実現を目的にしています。

■みやま郷は



◼団体ニーズ

◼取り組み

活動予定期間：2020/6/13(事務局ヒヤリング)、7/10(ワー

カーによるヒヤリング)、7/17、8/5、9/2。

11/4 (見学会)

ワーキング風景(実務と仕組みつくり )

11月4日の見学会の様子

◼活動期間と態勢

法人化取得までは小遣い帳的な経理でした。コロナ禍で

結果的には都への報告に少し時間が出来たものの、待っ

たなしの依頼でした。NPO運営・事務ソフト導入・会計

ソフト実務、それぞれの経験者３人が揃ろったワーカー

陣になり、第一段階の決算実務習得、第二段階の仕組み

(エクセルと市販会計ソフト比較検討)ができました。

◼効果
前項の第二段階では業者（ソリマチ）も招いて説明を聞き

市販ソフトの導入までを支援しました。１ケ月程度やって

みて場合によっては継続支援も視野に入れましたが、「い

ろいろアドバイスを頂き有難うございました。お蔭で会計

処理の方は何とかなりそうです」とのことになりました。

◼特記事項
協議会のご理解を得て、ソリマチ社との橋渡し役を担っていただき、団体も便宜が得られました。

プロボノ活動の締め括りとして11月4日見学会を実施しました。

特定非営利活動法人みやま郷【経理業務の効率化】

団体設立１年後の2019年3月28日に東京都からNPO法人格

の認可が下りて初めての決算。当面の都へ提出する決算書

類の適格性確認と今後の経理管理の確立を図りたい。


